
１．事業目的 ４．事業実施による効果（評価・貢献度等）

２．事業実施体制

３．事業実施概要

　平成8年12月6日に発生し14名の尊い命が犠牲となった蒲原沢土石流災害を
教訓に、この災害を風化させないという決意のもと、砂防工事現場で取り組ん
だ安全対策について発表･顕彰し情報共有を進めるとともに、安全対策技術の
向上並びに他の現場への波及と技術者間の技術交流を深めることを目的とす
る。

主 催：松本砂防事務所工事安全対策協議会
後 援：厚生労働省労働基準監督署（松本・大町･上越）、
　　　　林野庁森林管理署（中信・上越）、長野県、新潟県、
　　　　（一社）長野県建設業協会（松筑・安曇野・大北支部）、
　　　　（一社）新潟県建設業協会糸魚川支部、
　　　　建設業労働災害防止協会（長野県・新潟県支部）、
　　　　砂防施工管理研究会、（一社）北陸地域づくり協会
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　砂防事業は山間部の土石流等土砂災害が頻発する箇所で行われている。現
場は常に災害を受けるリスクを背負っており、作業員の命に関わる現場の安全
管理は重要で、この技術に関する研鑚と意識の高揚は安全施工の要として、広
く砂防技術者へ普及していくことが必要である。
　本事業は平成10年から毎年実施され、今回で28回目となる。この間、論文募
集対象は国発注工事のみならず県発注工事へも広がり、多くの砂防技術者の
安全施工技術の習得と情報共有の場として定着している。技術の普及に大きく
役立っており、技術研鑚の場として広く認められている。

■第28回松本砂防事務所工事安全対策研究発表会

日 時：令和8年2月5日（木） 13:30～17:15
場 所：松本市勤労者福祉センター（オンライン併催）
プログラム：
　▶ 論文発表6編（応募22編）
　　　松本砂防事務所、長野県、新潟県発注の砂防工事における安全対策
　▶ 審査（優秀者は全国の発表会へ参加）
　　・最優秀賞1名、優秀賞2名、入選3名
　▶ 特別講演「現場目線で始めるDX～建設業の新視点～」
　　　山本 健太郎（大高建設(株) フロンティア事業本部DX事業部）
参加者：190名
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